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都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 66.3 ha

平成 30 年度　～ 令和 4 年度 平成 30 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

南古谷駅周辺を地域核にふさわしい新たな都市機能の充実により魅力を高め、回遊性、利便性、及び安全性の向上を図り、地域の活性化及び賑わいを創出する。
　　・南古谷駅を拠点とした都市機能の充実、及び地域特性を生かしたコンパクトな市街地の形成。
　　・都市計画決定されている都市計画道路及び駅前広場などの整備により、公共交通の安全性・利便性の向上を図り、交通結節点としての機能を強化。
　　・南古谷駅周辺南北市街地の一体化による、地域の活性化、及び賑わいの創出。

　 川越市は、東京都心から３０ｋｍ圏内にあり、本地区は川越市市街地の東南部に位置し、南古谷駅南西方向に市街化区域が広がり、土地区画整理事業等の基盤整備により都市的土地利用が進んでいる。一方で南古谷駅北側や南東方向は、市
街化調整区域となっており、農地が主たる土地利用形態となっている。
 近年、JR川越線の電化・都心直通化や土地区画整理事業、大規模開発（商業系・住居系）などに伴う地域の利便性向上より、将来的には人口が増加すると見込まれる地域である。
　 このような中、本市では、第四次川越市総合計画、川越市都市計画マスタープランにおいて本地区を個々の特性を生かした市街地の形成を図る「地域核」と位置付けており、また、近年、川越市立地適正化計画及び川越市都市・地域総合交通戦略
を策定し「豊かな田園景観と商業の魅力を生かしたまちづくり」をコンセプトに、コンパクトシティプラスネットワークに則したまちづくりに取り組むところである。

　本地区の中心に位置する南古谷駅は、改札が南口のみとなっており、地区が南北に分断されているため、北側からの駅利用には、鉄道を迂回横断しなければならない。また、南口には小規模な駅前広場はあるものの、十分な規模の駅前広場は整
備されていないため、自動車・自転車・歩行者及びバスなどが錯綜している。
　 これらのことから、都市計画道路や駅前広場などの都市基盤整備による交通結節点機能の強化や、南北連絡自由通路を整備して分断された市街地の一体化を図ることで、魅力ある都市機能の強化充実を進め、地域の活性化及び賑わいの創出
を図ることとしている。
　

　鉄道により市街地地区が分断され、土地利用に格差が生じている。
　道路や南口にある既存の小規模な駅前広場などの都市基盤が脆弱であり、交通利便性・安全性が確保されていない。
　南口しかないことにより、北側の住民は駅を利用するために踏切を横断し大きく迂回しなければならない。
　南口しかないことにより、来訪者が北側の大規模商業施設に向かうために踏切を横断し大きく迂回しなければならない。
　南口しかないことにより、地域の活性化や賑わいの創出を妨げている。

　「第四次川越市総合計画」（平成２７年３月）では、「南古谷駅周辺を地域を「地域核」と位置付け、地域社会の経済活動など市民活動の基盤として、個々の特性を生かした市街地の形成を図ります。また、地域核は都心核、他の地域核、各拠点との
機能の連携を図ります。そのために都市計画道路等の幹線道路整備や公共交通の適正な配置に努め、総合的な交通体系の構築を目指します。」としている。
　「川越市都市計画マスタープラン」（平成２５年９月）では、「南古谷駅を中心とした川越市東部の新しい生活拠点として、秩序ある道路・町並み・商業地等が充実した、便利で魅力あるまちづくりを進めるため、生活便利施設やサービス施設が充実した
商業の集積化を図ったり、都市計画道路等幹線道路の整備を行い、歩行者の安全の確保、バス路線網の充実等による地域交通の利便性の向上を図る。」としている。
　「川越市立地適正化計画」（平成３０年４月）では、「豊かな田園景観と商業の魅力を生かしたまちづくりとして、商業レクリエーション施設の魅力と生活利便施設を維持することで、都市機能の充実を図り、健康で豊かな暮らしを求める多世代を誘導す
る」としている。
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都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H２９ Ｒ４

人／日 H２７ Ｒ４

分 H２９ Ｒ４アクセス時間の短縮 駅北口改札口へのアクセス時間の短縮
自由通路を設置し都市機能の魅力を高め、回遊性及び安全性の
向上を図り、にぎわいを創出

6 2

地区内人口 本計画地区内の人口 多世代の快適な生活を可能とする土地利用の促進 6,309 6,350

鉄道・路線バスの利用者数 鉄道及び路線バスの利用者数 公共交通の利便性の向上による鉄道・路線バス利用者数の増加 16,362 16,400

・地域で暮らす高齢者を保険・医療・福祉・介護等様々な面から総合的に支援する施設を誘導します。
・既存の大型商業（レクリエーション）施設や大型スーパーを都市機能誘導施設（維持型）として位置づけ、当該施設を核とする地域特性を生かした施策により、拠点性を高め、居住を誘導します。
・農業とのふれあいの場の提供となる施策との連携など、田園環境の魅力を生かし、居住を誘導します。
・洪水ハザードマップにおける浸水想定区域を考慮し、居住を誘導します。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・南古谷駅周辺は、立地適正化計画において、将来にわたり都市機能の集積を図るべき地域である「都市機能施設の維持・誘導を図る拠点」として選定されていることから、「豊かな田園景観と商業の魅力を生かしたまちづくり」を方針として設定し、既
存の大型複合商業施設や大型スーパーを生かした子供から高齢者まで健康的で暮らしやすいまちを目指します。また、豊かな田園景観の魅力を生かした取り組みとの連携による子育て世代の居住を誘導します。



整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・南古谷駅を拠点とした都市機能が充実、及び地域特性を生かしたコンパクトな市街地の形成 【基幹事業】

・道路：(都)南古谷伊佐沼線、市道００３９号線
・地域生活基盤施設：南古谷駅南北連絡自由通路、駅前広場情報板
・高質空間形成施設：駅前広場公衆便所、駅前広場乗降者用シェルター、駅前広場歩道部カラー
舗装

・都市計画決定されている都市計画道路及び駅前広場などの整備により、公共交通の安全性・利便性の向上を図り、交通結節点としての機能を強化 【基幹事業】
・道路：（都）南古谷伊佐沼線、市道００３９号線
・道路：南古谷駅南口駅前広場（市道４１７５号線）、南古谷駅北口駅前広場（市道００３９号線）
・地域生活基盤施設：南古谷駅南北連絡自由通路、駅前広場情報板
・高質空間形成施設：駅前広場公衆便所、駅前広場乗降者用シェルター、駅前広場歩道部カラー
舗装

・南古谷駅周辺の都市機能の充実したコンパクトで快適な居住環境を備え、鉄道により分断された南北市街地の一体化。 【基幹事業】
・地域生活基盤施設：南古谷駅南北連絡自由通路、駅前広場情報板
・高質空間形成施設：駅前広場公衆便所、駅前広場乗降者用シェルター、駅前広場歩道部カラー
舗装



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 街路 川越市 直 L＝100m　W＝14～17m 30 4 31 4 594.9 245.6 245.6 245.6 －

道路 街路 川越市 直 A＝2,900㎡ 30 4 30 30 453.7 164.4 164.4 164.4 －

道路 街路 川越市 直 A＝3,200㎡ 30 4 30 3 506.1 322.2 322.2 322.2 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高質空間形成施設

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,555 732 732 0 732 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

川越市 直 2 4 2 4 4 4 4 4

合計 4 4 4 0 4 …B

合計(A+B) 736
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

川越市 国土交通省
L＝600m
W＝14m

○ 31 10 1,000

川越市 ○ 30 5 50.6

川越市 ○ 30 30 12.9

川越市 ○ 31 31 15.9

川越市 ○ 3 4 73.0

合計 1,152

南古谷駅南北連絡自由通路（地質調査） 南古谷駅

南古谷駅南北連絡自由通路（調査設計） 南古谷駅

南古谷駅南北連絡自由通路（基本設計） 南古谷駅

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

道路 （都）南古谷伊佐沼線（市道００４０号線）

川越市自転車シェアリング事業 川越市内市街地周辺

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調査

まちづくり活
動推進事業

社会実験 南古谷まちなかサイクル

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地総合整備事業

交付期間内事業期間
細項目

（都）南古谷伊佐沼線

南古谷駅南口駅前広場（市道４１７５号線）

南古谷駅北口駅前広場（市道００３９号線）

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 736 交付限度額 348.8 国費率 0.474

統合したB／Cを記入してくだ



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　南古谷駅周辺地区（埼玉県川越市） 面積 66.3 ha 区域 大字並木の一部、並木新町、大字今泉の一部、大字木野目の一部、泉町

南古谷駅周辺地区

６６．３ha

的場駅

圏央鶴ヶ島ＩＣ

鶴ヶ島ＪＣＴ

笠幡駅

東武東上線

南古谷駅

新河岸駅

本川越駅

川越市駅

川越駅

ウェスタ川越

川越市役所

国道２５４号

霞ヶ関駅

鶴ヶ島駅

ＪＲ川越線

国道１６号

川越ＩＣ

南大塚駅



地区内人口 （　人　　） 6,309 （29年度） → 6,350 （ 4年度）

鉄道・路線バスの利用者数 （人／日） 16,362 （27年度） → 16,400 （ 4年度）

アクセス時間の短縮 （　分　　） 6 （29年度） → 2 （ 4年度）

　南古谷駅周辺地区（埼玉県川越市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

南古谷駅周辺を 地域核にふさわしい新たな都市機能の充実によ り魅力を 高め、回遊性、利便性、及び安全性の向上を 図り、地域の活性化

及び賑わいを 創出する 。

　　・南古谷駅を 拠点とした都市機能の充実、及び地域特性を 生かしたコン パクトな市街地の形成。

　　・都市計画決定されている 都市計画道路及び駅前広場など の整備によ り、公共交通の安全性・利便性の向上を 図り、

       交通結節点としての機能を 強化。

　　・南古谷駅周辺南北市街地の一体化によ る 、地域の活性化、及び賑わいの創出。

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

○関連事業
（都）南古谷伊佐沼線
（市道0040号線）

■基幹事業
南古谷駅南口駅前広場(市道4175号線)
（道路）
南古谷駅北口駅前広場(市道0039号線)
（道路）

○関連事業
立地適正化計画

0m      100m           300m

南古谷駅

N

南古谷駅周辺地区 ６６．３ｈａ

ＪＲ川越線

■提案事業
南古谷まちなかサイクル
（まちづくり活動推進事業）

○関連事業
南古谷駅南北連絡自由通路
（調査設計）（地質調査）
（基本設計）

■基幹事業
（都）南古谷伊佐沼線（道路）


